３　計画策定にあたっての考え方

この計画は、障害のある人の自立と社会参加を基本とする障害者基本法の理念及び高知県障害者計画の基本理念を踏まえ、次に掲げる点に配慮して策定します。

(1)　障害のある人の自己決定と自己選択の尊重
障害のある人が自らその居住する場所を選択し、必要とする障害福祉サービス等を受けつつ、自立と社会参加の実現を図ります。
(2)　実施主体の市町村への統一と三障害に係る制度の一元化
障害福祉サービスの実施主体を市町村を基本とする仕組みに統一するとともに、三障害に係る制度を一元化することにより障害福祉サービス等の充実を図ります。
(3)　地域生活移行や就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備
障害のある人の自立支援の観点から、地域生活への移行や就労支援といった課題に対応したサービス提供体制を整えます。
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☆　基本理念

ノーマライゼーション

（※１）

☆　目標（目指す社会の姿）

　障害のある人もない人も、互いに尊重し、理解し、助け合いながら自己実現できる

共生社会

を目指します。


	※１　ノーマライゼーション

障害のある人が、地域社会の中で障害のない人と同じように社会の一員として生活を営み、行動できる社会づくりを目指すという考え方。





























































































































